
令和５年度 授業改善推進プラン                                                  文京区立指ヶ谷小学校 

☆実態及び課題 

教 科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

国語 

積極的に自分の考えを発表する児童もい

れば、消極的な児童もいる。 

書くことについては、3文程度書くことが

できるようになってきたが、ひらがなの字

形や、助詞「は」「を」「へ」などの、使い方に

課題が残る児童もいる。 

文章の読解について、正しく読み取ること

が難しい児童もいる。 

自分の意見を積極的に発言できる児童が

多い。物語の読み取りでは、登場人物の気

持ちを叙述に沿って考えることができる

児童も多い。一方で、「話す・聞く」におい

ては、自分の意見は伝えられるが、友達の

意見を最後まで聞くことができない児童

がいる。また、「書く」においては、作文用

紙の使い方が身に付いていない児童がい

る。 

【NRT】 

どの領域でも全国平均よりも高い。しか

し、「書くこと」については、数値が低く、

「は」「へ」「を」の使い方や拗長音の理解に

課題がある。 

物語文や説明文では、自分の考えをノート

に書いたり、発表したりする児童が多い。

一方で、読み取ったことを自分流に解釈し

てしまう児童もいる。また、文章をよく読

まずに答える児童や、話を最後まで聞くこ

とが苦手な児童が多い。書くことにおいて

は、漢字のミスや作文を書くことが苦手な

児童が多い。 

【NRT】 

どの領域においても全国の水準より高い。

しかし、「片仮名表記」については、数値が

低くなっている。 

物語や説明文では、叙述をもとに読み取っ

たり自分の考えを発言したりと意欲的な

姿が見られる。自分の意見を積極的に発

言する児童も多く見られる。しかし、自分

の考えを文章にして書くことが苦手な児

童も多い。また、話を最後まで聞くことや

要点を落とさずに聞くことが難しい児童

も見られる。 

【NRT】 

どの領域においても全国平均よりも１５～

２０％以上正答率が高い。しかし、「漢字の

読み・辞書の活用」と「指示語の理解・丁寧

な言葉」の数値が低くなっている。 

物語の読み取りでは、自分の考えをノート

に書いたり、発言したりできる児童が多

い。一方で、作文等で既習漢字を使わずに

ひらがなやカタカナで書くなど、日常生活

で活用できていない児童も多く、漢字の定

着に個人差が大きい。また、普段から文字

をきれいに書くことに課題がある児童が

多い。 

【NRT】 

どの領域においても全国平均を大きく上

回った正答率となっている。しかし、「漢字

の読み・辞書の活用」「漢字の書き・修飾と

被修飾の関係」については、数値が低くな

っている。 

自分の思いや考えをもっている児童は多

いがそれを意欲的に表現したり、発表した

りする児童は少ない。また、自分の考えを

伝えることはできるが、友達の意見を聞い

て、考えを深めるまでには及ばない児童が

多い。また、文章の読み取りが苦手な児童

が多く、しっかりと理解しないまま問いに

答えるので、ケアレスミスが目立つ。 

【NRT】 

どの領域でも全国の平均より高い正答率

が出ている。しかし、「読むこと」の領域に

関しては数値が低く、心情や場面の読み取

り、段落構成の理解、要点のまとめなどが

課題である。 

社会 

  めあてをしっかりと理解して、調べ学習に

意欲的に取り組んでいる児童が多い。文

京区の特色を地図や教科書、タブレットを

使って調べ、まとめていた。一方で、調べ

て分かったことに結びつけることが、難し

い児童も多い。 

都道府県に興味をもち、全都道府県を覚

えたり、各地の特色について調べたりと関

心をもって積極的に取り組む姿が見られ

た。一方で、資料やグラフを細やかに読み

取ることが難しい児童も多い。 

日本の食糧生産や土地の特徴に関心をも

って授業に取り組む児童が多い。資料から

読み取ったことをノートに書いたり、発言

したりすることが好きな児童も多い。一方

で、読み取った事実を結び付けて考察する

ことが難しい児童も多い。 

学習課題に正対しながら、資料(教科書や

資料集、タブレット等)から読み取ったり調

べたりする力が高まってきた。一方で、調

べたことから考えたことを書くことが苦手

だったり、学習のまとめの書き方が分から

なかったりする児童もいる。 

算数 

半具体物であるブロックや、丸図で自分の

考えを表し、計算することができる。 

文章問題の読み取りが難しい児童もいる。

そのため、聞かれていることに答えること

ができないという課題が残る。 

自分の考えを、順序立てて説明する力を

高めていく。 

算数への学習意欲が高い児童が多い。ベ

ーシックテストの結果によると、9割以上

の児童が1年生の学習内容が定着してい

る。その一方で、加減計算のケアレスミス

が多く、答えの見直しの仕方に課題のある

児童が多い。 

【NRT】 

計算領域・図形領域・データ活用の3領域

全てで、全国平均よりも高い。正答率も8

割程度であり、バランスよく定着してい

る。一方で、理解しているが見直しをしな

かったり問題文を丁寧に読まなかったりす

るために、ケアレスミスが多いところが課

題である。 

２年生までの学習が定着している児童が

多い。単元別のテストを見ると、学習内容

の定着度の個人差が大きい。理解してい

る児童の中にも、単位の書き忘れや計算ミ

スが見られることもある。 

 

 

【NRT】 

どの領域においても全国の水準より高い。

しかし、算数「三角形や四角形」の「箱の形・

切り開く」については、正答率が低い。箱を

展開したものをイメージすることが苦手と

見られる。 

単元別テストを個別に見ると、学習内容が

定着している児童とそうではない児童と

の差が大きい。特に、割り算の筆算の習得

において大きな差がある。 

ベーシックテストの結果から、円の特徴を

捉えられていない児童が多いことが分か

った。 

【NRT】 

どの領域においても全国平均の正答率を

上回っている。正答率も８割と高く、前学

年までの内容をほぼ定着できていると考

えられる。「表と棒グラフ」においては、棒

グラフの読み取りの丁寧さが欠けるとい

う課題があった。 

ベーシックドリルテストの結果によると、計

算の順序を考える問題や分数の足し算の

問題では、正答率が９割を超えている。一

方で、立方体・直方体などの図形の問題と

小数の割り算の問題では、正答率が５割と

なっている。また、単位の書き忘れや、問

題の読み間違いが多い。 

【NRT】 

どの領域においても全国平均を大きく上

回った正答率となっている。しかし、「角の

大きさ」については正答率が低い。図形の

性質の理解に課題がある。 

自力解決の場面では既習事項を活用し、

自分なりに考えをまとめることができる。

また交流する中で、解法について理解を広

げる様子も見られた。ベーシックドリル診

断テストの結果を見ても、８割の児童が既

習事項を理解している。一方で習熟度別コ

ースの発展・標準コースでは公式は知って

いるものの、それに至るまでの過程を既習

事項と関連付けて考えることに課題があ

る。基礎コースでは、基礎的基本的な計算

や解法が身に付いていない児童もいる。 

【NRT】 

どの領域でも、正答率は全国平均を上回

っている。詳細に分析していくと、全国平

均を下回る問題もあったが、課題があると

までは言えない。 



理科 

  生き物を育てることが好きだったり、興味

があったりする児童が多い。問題に対して

の予想も様々な考えをもって観察や実験

に取り組んでいた。一方で、「自分が考え

た予想から、どうしたら結果が分かるのか

考える」という計画の部分が考えられてい

ない児童が多い。 

生き物が好きな児童が多く、動植物につ

いて興味津々で観察したり調べたりして

いる児童が多い。様々な問題に対して、自

分なりの予想や、話し合いながら実験・観

察計画を立てることができる。一方で、結

果をもとに考察し自分の考えを表現する

ことが難しい様子が見られる。 

メダカの体のつくりや顕微鏡の使い方に

関心のある児童が多く、実験では、楽しみ

ながら主体的に学習を進める様子が見ら

れる。仮説を立てて実験し、結果を出すま

での流れはとてもスムーズに行っている。

一方で、実験結果から、自分の考えをもつ

ことが難しい児童も数名いる。 

学習塾で先行学習をしており、内容を事前

に把握して学習に臨んでいる児童が多い。

実験に意欲をもつ児童は多いが、実験結

果を踏まえ、自分の考えをもったり、今ま

での学習と比較して考察したりすることが

難しい児童も数名いる。 

生活 

五感を使って、生き物の様子をじっくりと

観察し、観察カードに絵や文章で表現する

ことができる。 

生き物を大切に思い、世話を楽しもうとし

ている。 

植物の観察を意欲的に取り組む児童が多

い。その一方で、虫を見たり触ったりする

ことが苦手な児童も多い。違いや特徴など

の気付きを絵や文章等で表現することは

多くの児童ができる。 

    

音楽 

歌唱やリズム打ちなど体を使って表現す

る活動に意欲的な児童が多い。また、器楽

活動も楽器の使い方や音の出し方などを

身に付け演奏している。一方で、友達の演

奏した音を聴いて合わせることが苦手で、

全体で合奏する時、音がそろわないことが

多い。 

表現活動・鑑賞活動ともに意欲的に楽しん

で取り組んでいる。鑑賞活動の拍の特徴を

感じ取る学習では、自然と体が動き身体

表現へとつながっている。鍵盤ハーモニカ

の学習では、息や指の使い方に気を付け

丁寧に演奏している。一方で、歌唱や音楽

づくりの発表では消極的になる児童がい

る。 

どの活動も意欲的に取り組んでいる。友達

と協力して取り組むグループ活動では、自

分たちで声を掛け合いアドバイスしなから

主体的に取り組んでいた。一方、鑑賞活動

において、聴いて感じ取ったことを言葉で

表すことが苦手な児童もいる。 

歌唱活動では、頭声的な歌声で歌う児童

が多い。音楽づくりの活動では、友達と協

力してつくり自信をもって発表することが

できた。一方、リコーダー活動では、息の

使い方はできているが、タンギング奏でつ

まずく児童が多かった。 

表現活動を意欲的に取り組んでいる。打楽

器の音楽づくりでは、友達と協力し自分た

ちが納得できる発表ができた。一方、鑑賞

活動では、音色や曲想の変化に気付き発

言しているが、聴取したことを文章に表す

のが苦手な児童がいる。 

題材によって関心の差が大きい。合奏や

音楽づくりの活動では、意欲をもって主体

的に活動できた。一方で、教科書に掲載し

てある合唱曲や鑑賞などには関心をもて

ず、活動が深まらなかった。 

図工 

意欲的に取り組んでいる。粘土や絵の具

は、児童の気持ちが高ぶりやすくなる魅力

的な素材であるため、前もってルールを伝

えておくと、意識しながら取り組むことが

できる。 

どの題材も意欲的に取り組む児童が多

い。新しい素材や道具にも敏感で、個々に

何度も試したり、より良い物を作ろうと工

夫したりして、様々な作品が見られ児童の

刺激になっている。一方、敏感であるがゆ

えに、友だちの作品に思ったことをすぐ発

してしまい、そこからトラブルに発展する

ことも多い。 

まじめに、どの題材もめあてを意識しなが

ら取り組む児童が多い。試行錯誤をしなが

らより高みを目指して努力するため、完成

度の高い作品が多い。ごく一部で、友だち

の意見や表現を受け入れられず、自分を

優先し、トラブルに発展することがある。 

使う道具が増え、どの題材にも高い関心と

意欲で取り組む児童が多い。4年生では彫

刻刀や両刃鋸など危険な刃物の扱いも増

えていくため、穏やかな気持ちで授業に取

り組めるように心がけたい。 

題材の目標、各回のめあてを自分なりに

理解し、コツコツとまじめに取り組み、仕上

げていく児童が多い。一部でなかなか制

作に集中できず、図工室内の道具に興味

を惹かれてしまう児童も見られる。 

題材の中にあるめあてを読み込み、理解

し、楽しみながら取り組む児童が多い。一

方で何かをイメージしたり、試行錯誤して

つくったりすることに抵抗感を抱いて図工

とは別の行動に移ってしまう児童もいる。 

家庭 

    初めての調理や裁縫の学習に興味をもっ

て取り組む児童が多い。しかし、基礎的な

技能には個人差があるので、完成させるこ

とを全員が経験して、１つずつ自信をもた

せていきたい。 

調理実習や裁縫など作業することには関

心が高く、意欲的に取り組む児童が多い。

一方で栄養や衣服のはたらきなど、考える

学習のところでは意欲をもてない児童も

少なくない。 

体育 

概ね、跳ぶ・走るなどの動きを取り入れた

遊びの中で楽しく運動することができた。

一方で、勝敗を受け入れて、友達と仲良く

運動することが難しい児童もいる。 

積極的に運動に取り組む児童が多い。 

運動に楽しく参加し、できないことや苦手

なことにも挑戦しようとする児童が多い。

一方で気持ちが昂りすぎて整列、集合、次

の行動に移るまでの気持ちの切り替えに

時間がかかる。 

 

意欲的に取り組む児童が多い。運動するこ

とへの抵抗がなく、どの単元でも準備をし

たり声をかけたりして、積極的に活動する

児童が多い。一方で、勝敗が絡むものだと

気持ちが上手にコントロールできない児童

もいる。 

意欲的に学習に取り組む児童が多い。一

方で、目標や運動の価値を見出せずに、積

極的に学習に取り組めない児童もいる。 

学習カードを通して、目標の設定や、自身

の運動の振り返りを行えるようにしてい

る。少しずつ自身の運動を振り返り、そこ

から次時のめあてをもてるようになって

きている。 

丈夫な体をつくるために積極的に運動に

取り組んでいる児童が多い。技の練習で

は、アドバイスをしたり、手本を見せたり、

自分たちで学び合う姿が多くみられる。一

方で、チーム内の意欲に差があり、１人の

意見で話が進んでしまったり、練習に集中

しすぎて集団で整列、集合に時間がかかっ

たりすることがある。 

全体的に進んで運動に取り組む児童が多

い。一方で、課題意識をもたずに運動に取

り組んでいる児童も多くいるので、体を動

かすことだけに楽しさを感じている。運動

能力の差も大きく、器械運動などでは、出

来た、出来ないが分かりやすく表れる。 



道徳 

学習課題に対して自分の考えをもち、積極

的に発表することができる児童もいる。ま

た、友達の考えを聞くことで、自分の考え

をもつことができた児童もいる。物語を読

んで、自分の生活を振り返り改善していこ

うと意識を高める児童もいる。 

それぞれのテーマについての内容がどの

ようなものなのかを読み取り、深め、自分

の考えをもてる児童が多い。一方で、学習

で学んだことを生かしきれずに授業内で

完結してしまう児童もいる。 

教科書をよく読み、登場人物それぞれを自

分事に置き換えて、考えることができてい

る。一方で、実際に同じことが起こったと

きには、相手の気持ちが考えられなくなっ

てしまう児童もいる。 

教材文を通して、「自分が主人公の立場だ

ったらどうするか」という視点で考えるこ

とができている。また、教材文や全体交流

を通して、「人としてどう生きていくとよい

のか」ということについて考え、発信する

ことができている。 

教科書の話をよく読み、登場人物の気持

ちを考え、自分の考えをもてる児童が多

い。一方で、学んだことを自分の生活と結

び付けて考えることに苦手意識のある児

童もいる。 

テーマに対して自分の考えをもち、友達の

意見も受容的に受け止め、考えを広げて

いる様子が見られる。しかし、一歩踏み込

んで考えを深めたり、自分の生活に生かそ

うと考えてみたりする児童は少ない。 

外国語 

    積極的に友達に声を掛けてペアで話した

り、手を挙げて発言したりする児童が多

く、英語を使ってコミュニケーションを図る

ことを楽しんでいる児童が多い。チャンツ

や歌も声を出して取り組み、暗記して会話

の時に役立てている。アルファベットの大

文字、小文字を区別することや丁寧に書く

ことに課題がある。 

英語を使って友達とコミュニケーションを

楽しむ姿が見られている。一方で英語に苦

手意識がある児童もおり、聞き取りが難し

かったり、英語の文を書き写す際もなかな

か書き進められなかったりする現状があ

る。 

 

☆課題解決の視点・手立て  ※取り組む内容 課：課題 学：学習形態 発：発問・指示・板書 教：教材の工夫 

教 科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

 視点・手立て 評価・修正 視点・手立て 評価・修正 視点・手立て 評価・修正 視点・手立て 評価・修正 視点・手立て 評価・修正 視点・手立て 評価・修正 

国語 

発自分の考えをもて

るように、段階を踏

む等発問を工夫す

る。 

課児童が自ら積極的

に取り組める言語活

動を設定し、児童が

文を書く機会を多く

設定することで、正

しい文章の書きかた

を身に付けさせる。 

発段階を踏んで

発問することで、

自分の考えをも

ち伝え合う意欲

も高まった。 

課単元の始めに

児童の初発の感

想や疑問等から

学習計画を立

て、単元終末の

学習活動を設定

することで、児童

が意欲的に文を

書くなどの言語

活動に取り組む

ことができた。 

学「話す・聞く」では、

話し合いの仕方や、話

の聞き方の指導を丁

寧に行う。 

学「書く」では、作文を

書く機会を多く設け、

書き方を身に付けさ

せる。 

学話し合いの仕

方を具体的に提

示したことで、話

型を基に話し合

いができるよう

になった。 

学物語や日記を

書く学習を通し

て、主語・述語を

意識して書ける

児童が増えた。 

教漢字小テストをこま

めに実施し、習熟を図

るとともに文章の中で

も適宜使えるように指

導していく。 

学 

文章をよく読んで感じ

たことを伝えるなど、

発表の場を増やし、発

表の仕方を指導する。 

教漢字テストの振

り返りをすること

によって、定着す

ることができた。

また、文章を書く

際にも漢字を使

うことを意識して

いた。 

学文章をよく読

んで発表すること

や、話を最後まで

聞くことができ

た。 

教「漢字の読み」で

は、漢字テストを一週

間に１、２回行い、確実

に定着できるように

する。 

学文章を読んで感じ

たことを友達と話し合

ったり、文章に書く機

会を作ったりすること

で自分の考えを自信

をもって伝えられるよ

うにする。 

教漢字テストを

毎週行い、新出

漢字を定着する

ことができた。ま

た朝学習の時間

に前学年までの

漢字をプリント練

習したことで４年

生までの漢字の

読み書きへの自

信をもつ児童が

増えた。 

学考えたことを

友達と話し合っ

たり文章に表す

機会を増やした

ことで、自分から

積極的に意見を

伝えようとする

姿が見られた。 

学漢字学習の際に、ど

のような場面でその

漢字を使うことがで

きるのか話し合う時

間を設ける。 

発丁寧に書けている

ノートを全体に紹介

し、意欲を高める。 

教教科書に出てくる

言葉を辞書で調べさ

せることで、辞書を使

うことに慣れさせる。 

学漢字の読み方

クイズを出したり

作ったりする学

習を行うことで、

漢字の読みに関

心をもって学ぶ

ことができた。 

発工夫したノー

トを紹介するこ

とで自分なりに

ノートの書き方

を工夫する児童

が増えた。 

教辞書を使う機

会を設けたこと

で、読めない時

には、辞書を使

うことに慣れた

児童が多い。一

方で、友達や先

生に聞いて済ま

課物語文や説明文の

内容をよく理解しない

と、答えることのでき

ない問いを用意し、文

章をよく読む習慣を身

に付けさせる。 

学同じ考えの人と話し

合ったり、違う考えの

人と話し合ったりしな

がら自分の考えをさら

に深められるようにし

ていく。 

課授業内で文章

を読む機会を多

くしたことで、文

章の構造や筆者

の表現の工夫に

気付くことが増

え、より深い読

みができるよう

になった。 

学考えを共有す

る時間をつくっ

たことが、考え

の幅を広げるこ

とに繋がった。

また、ICT機器

を活用すること

で、円滑な共有

をすることがで

きた。 



せてしまう場面

も多い。 

社会 

    学ICTを活用した映

像資料の視聴や、地域

の地図を使った学習

などを通して実感を伴

った理解を促してい

く。 

学タブレットを使

用することで自分

の知りたいことを

調べることに使用

することができ、

地図と一緒に照

らし合わせて見る

ことで文京区につ

いての理解が深

まった。 

課授業の導入を工夫

し、課題意識をもたせ

る。そして学習のめあ

てに沿って、何をどう

調べていけばいいか

自分で計画できるよ

うに支援していく。 

学話し合い活動を取

り入れ、資料やグラフ

から読み取った事実

から社会的事象の意

味について考えられ

るようにしていく。 

課課題意識をも

って調べ学習を

行ってきたこと

で、学習のめあ

てに沿って自分

で計画できるよ

うになってきた。 

学調べ学習で知

った情報を自分

たちの生活や社

会の様子と結び

付け、考えを深め

ていた。 

学個人で考える時間、

ペアで話し合う時間を

確保し、友達の意見を

聞くことで、自分の考

えをもったり、深めた

りできるようにする。 

発学習の最後に、学

習感想を書かせるこ

とで、自分の考えをも

つことに慣れさせる。 

学１つの資料に

対する考えを全

体で話し合うこ

とで、考えを深め

ていく姿が多く

見られた。 

発学習のまとめ

や感想を自分で

考えて書かせる

ことで、自分の意

見を整理してい

る児童が多くい

た。一方で、友達

の意見を聞いて

そのまま書き写

す児童も数名い

るため、引き続

き自分の考えが

もてるように支

援する。 

教児童が関心をもつ

教材を精選し、めあて

を明確にする。     

学活動の形態やグル

ープ活動の進め方の

選択肢を多く提示し、

児童が主体的に取り

組むきっかけをつく

る。 

教教科書教材以

外にも地域教材

など児童にとっ

て身近な資料を

提示することで

関心が高まり、

めあてを意識し

て学習すること

ができた。 

学自己調整学習

など自己選択的

な学習を多く取

り入れることで、

児童が自らの考

えで学び書き表

せるようになっ

てきた。 

算数 

発分かっていること

と問われていること

に線を引いたり、音

読させたりして、問

題場面を理解できる

ようにさせる。 

学話し合いの際に、

ペアやグループなど

段階を踏んで自分の

考えを説明する機会

を設けていく。 

発課題把握で

は、前時までの

学習を振り返っ

たり、問題文を確

認する発問を段

階を踏んで行っ

たりすることで、

問題場面を正確

に理解できる児

童が増えてきた。 

学ペアやグルー

プで話型も活用

しながら自分の

考えを説明する

機会を設けるこ

とで、自分の考え

を説明する力が

高まった。一方

で、図や文など

適切な説明の手

課朝学習の時間に、ベ

ーシックドリルを活用

し、１年生の簡単な計

算の復習を繰り返し行

い、１位数の計算を定

着させる。 

発見直しをすることを

繰り返し何度も声掛け

する。 

課朝学習にドリ

ルパークを活用

することで、全体

的に1位数の計

算が定着した。 

発声掛けをする

ことで、ケアレス

ミスをする児童

が減った。見直し

を意識できるよ

うに、今後も繰り

返し指導をする。 

課朝学習のベーシック

ドリルや宿題などで、

2年生の計算の基礎問

題や文章問題に繰り返

し取り組ませる。 

学図形の構成は、デジ

タル教科書を活用し半

具体物の操作から、数

学的な見方、考え方を

養う。量感は宿題など

で、問題に取り組ませ

ながら、イメージがで

きるようにする。 

課朝学習の時間

で、２年生の学習

の振り返りを行う

ことができた。単

位の書き忘れや、

計算ミスが少なく

なった。 

学デジタル教科

書を活用し、実際

に具体物を操作

することでイメー

ジができ、理解が

深まった。 

 

課割り算の筆算に課

題があるため、筆算の

仕方について全体で

振り返っていけるよう

にする。また、習熟の

時間も設定し、完全定

着を目指していく。 

教グラフを読み取る

力を高められるよう、

トピック単元【資料の

読み取りの学習】の際

は、一つ一つの数値を

読み取らせたり、考察

を丁寧にさせたりして

いく。 

課習熟の時間を

活用して、割り算

の筆算に取り組

ませてきたが、完

全定着までには

至っていない。継

続して取り組ま

せていく。 

教グラフから分

かることや、各々

が考察したこと

を全体で丁寧に

共有したことで、

グラフが意図す

ることを読み取

れるようになっ

てきた。 

教図形の学習では、Ｉ

ＣＴを活用すること

で、図形の構造が視覚

的に分かるように教

具を工夫する。 

課基本的な掛け算割

り算を朝学習の時間

に繰り返し行い、小数

の割り算での計算ミス

をなくす。 

発単位の書き忘れが

ないように、授業内で

も省略せずに書かせ

る。 

教図形の構成を

視覚的に学ぶこ

とで理解が深ま

っていた。 

課タブレットを使

った復習時間を

確保することで、

楽しく基礎学習

を進めることが

できた。 

発単位を意識す

る児童が少しず

つ増えてきた。引

き続き授業内で

指導する。 

課カルテを見て自分

の苦手領域や課題を

認識し、改善の計画を

立てる。朝学習と宿題

でドリルパークに繰り

返し取り組み、基礎的

基本的な計算や解法

の一層の定着を図る。 

課・発習熟度別コース

に応じた学習課題を

設定し、主体的に学習

できるようにする。ま

た既習事項と公式の

関連を児童から引き

出したり、教師が適切

に教えたりすることで

理解を深めさせる。 

課ドリルパーク

に繰り返し取り

組むことで、計

算などの基礎基

本の定着が図れ

た。 

課・発習熟度別

コースの実態を

踏まえ、教科書

を活用して学習

したり、発展的

な学習をしたり

することで、児

童が主体的に学

ぶことができ

た。 

 



段を選択して活

用出来るよう継

続して指導する。 

理科 

    発観察を始める前に、

前に観察したものを振

り返り、観察する視点

を共有する。観察カー

ドの描き方や留意点も

説明する。 

発本時の前に振

り返りをいれ、学

習したことを確認

してから始めるこ

とで、自分の予想

と結果を比べる

児童が増えた。ま

た、観察したこと

を共有し、結果と

結び付けて振り

返りができた。 

 

 

 

教実験内容やその結

果・考察が、学習内容

に結びつくように、一

連の問題解決の流れ

を明確にし、板書を整

理して書くよう工夫す

る。 

教問題解決の流

れを整理して板

書したことで、予

想を立てて実験

した後、根拠をも

って結果や考察

できた。 

発既習事項を思い出

して考察できるように

実験結果のまとめの

場面では、既習を振り

返って発問するように

工夫する。 

発学習の最後に、学

習感想を書かせるこ

とで、自分の考えをも

つことに慣れさせる。 

発既習事項の振

り返り時間を設

けたり、テスト前

に復習をしたり

することで、少し

ずつ定着を図る

ことができた。 

発実験結果が分

かりづらいとき

には、動画を見

せることで、全体

で結果を考察す

ることができた。

考察する過程を

大切にして引き

続き指導する。 

発予想や計画も意欲

的に考えていけるよう

既習の学習を取り入

れながら、発問を工夫

する。 

学様々な考えに触れ

られるようにするため

に友達との交流を増

やしていく。 

発既習事項を基

に新たな学習の

予想をしたり、

過去の学習から

発展した発問を

したりすること

で、学習を積み

重ねていくこと

ができた。 

学予想、考察、ま

とめなどの段階

で、交流する機

会をつくること

で、様々な考え

に触れることが

できた。 

生活 

学観察カードをお互

いに見合ったり、発

表したりする中で、

感想の書き方や表し

方を共有する時間を

つくる。 

学観察カードや

作品などを見合

ったり、質問し合

ったりして、感想

の書き方や自分

の考えの表し方

を共有すること

で自分の考えを

詳しく書き表す

児童が増えた。 

発観察を行う前に、全

体で観察の視点や用

語の使い方などを共

有する時間を設ける。

視点を示し、自分の観

察カードを描く際に生

かせるようにする。 

発繰り返し視点

を共有すること

で、観察する時に

意識している様

子や発言が見ら

れた。観察カード

に記録する時

は、探検ボードを

忘れてしまう児

童がいるため、

指導する。 

        

音楽 

学器楽活動の題材

において、ペア学習

やグループ学習を取

り入れ、音を聴いて

演奏する機会や場を

設定する。 

学様々な形態の

グループ活動を

行ったことによ

り、友達と声や音

を合わせる心地

よさを感じなが

ら楽しく取り組

めるようになっ

教発表で自信をもっ

て演奏できるよう、普

段から良いところを伝

える。また、児童同士

で認め合う機会をグル

ープから全体へと場を

広げ、みんなが安心し

てのびのびと発表で

教 器楽活動で

は、鍵盤ハーモニ

カから合奏を体

験し、様々な楽器

に触れより楽し

んで活動に取り

組むことができ

た。音楽づくりの

発鑑賞活動において

何について聴取する

のか明確にする。    

教鑑賞活動でICT機

器を活用する。聴取し

たことを入力し、友達

の意見を共有しながら

自分の考えをもたせ深

発鑑賞活動では、

ワークシートを工

夫することによ

り、苦手に感じて

いる児童も曲想

を感じ取ることが

できた。 

教鑑賞活動での

課リコーダー指導で

は、題材のめあてを明

確にし、具体的な目標

をもって取り組ませ

る。 

発個別指導をしなが

ら基礎的な技能を身

に付けさせる。 

課リコーダー活

動では、徐々に

吹く音域を広げ

ていったことに

より、技能面で能

力を高めること

ができた。また、

ペア学習やグル

発鑑賞活動において

何について聴取する

のか明確にする。    

教鑑賞活動でICT機

器を活用する。聴取し

たことを入力し、友達

の意見を共有しなが

ら自分の考えをもた

発鑑賞活動で

は、自分の演奏

に生かすなど、

聴く目的が明確

な場合は、意欲

的に取り組み演

奏に生かすこと

ができた。課題

教歌唱や鑑賞曲を精

選し、めあてを段階的

に達成できるよう設定

する。          

学技能を身に付ける

ために、ペア学習やグ

ループ学習を課題に

応じて設定し、協力し

課関心が低かっ

た楽曲でも、活

動を積み重ねて

いくごとに意欲

も高まり、曲を

仕上げることが

できた。     

学歌唱活動では



た。 きる環境をつくる。 

 

活動では、簡単

なリズムを即興

的につくり演奏

する体験を積み

重ね、意欲的に

取り組めるよう

になった。 

 

 

めていく。 ICT機器を活用

は、自分が聴きた

いところを繰り返

し聴けるようタブ

レットからも音源

を聴けるようにし

た。そうすること

で、自分の意見を

もってから、友達

と意見を交流し活

動を深めていくこ

とができた。 

ープ学習も意欲

的で、協力して取

り組み、個別指導

を必要とする児

童にも基礎的な

技能を身に付け

させることがで

きた。 

 

せ深めていく。 は、関心をもて

ない楽曲の場

合、曲の理解を

深めていくこと

ができなかった。 

関心をもてる楽

曲の精選を行

い、様々な音楽

に触れさせてい

きたい。 

て意欲的に取り組める

ようにする。 

 

技能が高いこと

を自覚させ、認

めることで自信

をもち、意欲的

に取り組めるよ

うになった。 

図工 

学ペア・グループ学

習を取り入れて、お

互いの作品に触れる

機会を作る。思いつ

いたことや感じたこ

とを話したり、発想

を広げる場をつくっ

たりする。 

学行事を通じ

て、自分の作品

を振り返った

り、他学年の作

品を見て感じ

たことを共有し

たりすることが

できた。 

発一人一人の表現や

工夫を具体的に何が

良いのか褒め、しっか

り認め伝える。表現の

違いがあって当然であ

り、どんな表現も尊重

される安全な場所で

あることを伝えてい

く。 

発自他の作品の

違いを認め、そ

れぞれの表現を

認められるよう

になった。 

教どの子も楽しめ、深

められる教材を用意す

る。 

課児童一人一人に合

わせためあてに向かっ

て、スモールステップ

で進められるよう課題

を示す。 

教発達段階に合

った、題材・教材

を用意できた。 

課発想すること

が苦手な児童や、

技能面でつまず

いている児童が

それぞれ自分の

ペースで取り組み

完成させることが

できた。 

学使う道具や材料に

合わせて学習形態を

変えて、誰もが楽しめ

るような図工室なら

ではの空間を作る。 

学彫刻刀や両刃

のこぎりなど刃

物の扱い方の学

習では、自分の

作りたい物に合

わせて安全に使

用することがで

きた。 

教児童が扱いたくな

るような材料や表現

方法を用意する。 

発図工と関係ないこ

とをしたり、集中でき

ない児童にはよく話

を聴き取り、発想の転

換を促す。 

教ICTを活用し

たアニメーション

を取り入れた結

果、グループや

全体で協力しな

がら楽しんで取

り組めた。 

発学習規律につ

いては引き続き

声掛けをしてい

く必要がある。 

教一つの題材の制作

にかける時間が限られ

ているので、授業ごと

の目標を端的に示し、

時間内に無理なく終わ

らせられるように工夫

する。 

発指示を明確にする。 

教平面、立体、

多岐にわたって

様々な素材と触

れ合い、周りと

共有することが

できた。 

発指示を明確に

出すよう工夫し

た結果、児童自

身で自分の作品

を深められた。 

家庭 

        学児童に完成した作

品を見せ、手順を明確

に示す。こまめに机間

指導し、声を掛けるこ

とで一人一人が自信

をもって作品を作成

できるようにする。 

 

学調理・裁縫な

ど実習を伴う授

業については、

多くの児童が興

味関心をもち、

手順を理解して

進めていた。理

解に時間のかか

る児童も、声掛

けにより諦めず

に取り組めた。 

学学習の手順を短い

言葉で示したり、師範

を実際に見せたりし

て、自分の力で取り組

めるようにする。でき

ないままにならないよ

うに、個別に支援を行

う。 

教裁縫は複数の製作

例を提示することによ

り、実生活で使おうと

思える物を製作する。 

例年より少し手のかか

る物も提示し、技能が

上位の児童の意欲を

さらに向上させる。 

学調理について

は、多くの児童

が興味関心をも

ち、手順をよく

考え、実習に取

り組んだ。裁縫

は、アートフェス

タに出品するこ

ともあり、全員

が諦めずに製作

した。独自の工

夫をしようとい

うところまでは

いかなかった。 

教複数の製作例

から、自分で選

ぶことにより、作

る意欲に繋げる

ことができた。 



体育 

学勝ち負けだけでは

なく、友達の良かっ

た動きなどを振り返

る場面を設定し、楽

しく工夫して運動す

る良さを価値付けて

いく。 

教安全な場の設定

の仕方を指導し、友

達と協力して場の設

定ができるようにす

る。 

学友達の良かっ

た動きや自分が

工夫したことな

どを振り返るこ

とで、次時に向け

ての目標をもっ

たり、さらに工夫

したいことを見

つけたりするこ

とができた。一

方で、勝敗を受

け入れ楽しく運

動することにつ

いては、今後も

児童の良い姿を

紹介するなど価

値付けていく。 

教安全な場や運

動の仕方を単元

の最初に重点的

に指導し、毎時間

の学習の中で振

り返ることで、友

達と協力して安

全な場の設定を

行うことができ

るようになった。 

課限られた時間の中

で、学級全体が怪我な

く楽しい授業で終わる

ためには、自分たちが

どう行動どうしたらい

いのかを考えさせる。 

発学習の最初にどん

なことをするのか全体

の見通しをもてるよう

に視覚と聴覚で学習

内容を伝える。 

 

 

学怪我やトラブ

ルの経験を通し

て、どんなことに

気を付けた方が

いいのか話し合

う姿や、友達のこ

とを考えて行動

する児童が増え

た。一方で強い

口調からトラブ

ルになることが

まだまだ見られ

るので、引き続

き楽しい授業に

するためにどう

したらいいか考

えさせていきた

い。 

学学習を通して気付

いたことや考えたこ

と、工夫したこと等、自

分ができるようになっ

たことを認めていく。

自分だけでなく他の人

の良かったところを話

す時間を設ける。 

学学習したことを

振り返りカードに

書くことで自分が

できるようになっ

たことや、課題が

明確になってい

た。また、タブレッ

トを利用して動画

を取ることで、自

分の課題を見つ

け、解決にも繋が

っていた。 

 

教意欲的に取り組め

ない児童がいる。まず

は、運動の価値を見出

せるよう、児童と共に

考えていく。また、体

を動かす楽しさや心

地よさを感じられる

よう、「運動したくなる

場＝魅力的な場」を設

定したり、適切な価値

付けを行うようにした

りする。 

教児童と運動の

意義や価値を考

えたことで、少し

ずつではあるが、

主体的に取り組

めるようになっ

てきた。また、

「運動したくなる

場＝魅力的な場」

を意図的に設け

たことで、児童

が、「やってみよ

う」「ここならで

きそう」という思

いで取り組める

ようになってき

た。 

学チームで学習する

意味について話をし

たり、チーム内でのめ

あてを立てさせたりす

ることで、みんなで思

いやりをもち、協力し

て取り組むことができ

るようにする。 

学チーム学習を

取り入れたこと

によって、励まし

合いながら互い

に教え合う姿が

見られた。一方

で、意見が違う

時に譲り合えな

いこともあるた

め、引き続き、友

達と学び合うこ

との意義を感じ

させていきた

い。 

課学級全体の課題だ

けでなく個人のめあて

を設定させ、その課題

解決のためにどのよう

に友達と関わり、運動

していくかを単元を通

して考えさせる。 

発・教運動特性に応じ

たポイントを伝え合え

るように、児童の姿を

取り上げながら運動の

コツを考える視点を示

す。また運動に関する

動画をTeamsにアッ

プし、運動のコツや上

手な姿をいつでも確

認できるようにする。 

課自己の課題を

明確にしたこと

で、運動に対す

る意欲を高める

ことができた。

加えて、教師側

が個人のめあて

を把握すること

で、その子に合

った場や教材を

準備することが

でき、技能の向

上に繋がった。 

発・教ICT機器

の活用により、

自己の動きを確

認したり、手本と

なる動画を視聴

したりと自己の

運動技能の向上

に繋がった。 

道徳 

発道徳の学習を日

常生活に活用するこ

とができるように、

児童の実生活に関わ

る身近な発問を準備

する。 

学教材の内容や道

徳的価値について自

分で考える時間、友

達との対話をする時

間を設けた上で、再

度自分だったらとい

う視点で考える活動

（自己内対話）を設定

し、より自分との関

発児童の実生活

に関わる発問

や、これまでの経

験を振り返る発

問を行うことで

道徳の学習内容

を自分事として

考える意欲が高

まった。 

学自分で考える

時間と友達と考

えを共有する時

間を設定するこ

とで、初めは自

分の考えがもて

学児童の身近にある

ものを取り上げ、自分

自身と向き合う時間

（自己内対話）を設け

る。 

発自分の経験や

身近な出来事と

して考えさせる

ことで学習意欲

が高まりつつあ

る。 

学自分の気持ち

や気付きをノー

トに書かせるこ

とで、自己内対

話ができ、発言

が苦手な児童も

学びを深めるこ

とができるよう

になってきた。 

学全体発表だけでな

く、小規模での話し合

いの時間を設定し、段

階的に話し合えるよう

にする。その中で自分

だったらどうするかだ

けでなく、自分と友達

の考えの違いを知り、

様々な考えに触れるこ

とを通して、自己内対

話を促していけるよう

にする。 

学小規模での交

流を入れてから、

自分の考えを発

表できるようにな

った。話し合いを

することで自分の

考えや気持ちと、

友達との違いに

気付くことができ

ていた。 

 

発自分だったらどう

するかという視点や、

「人としてどう生きて

いくのか」ということ

を考えさせる。その際

は、「問い返し」を用い

るようにして自己内対

話を促し、さらに深く

考えられるようにして

いく。 

発自分に置き換

えて考える活動

をしたことで、よ

り具体的に自分

の生き方につい

て振り返ること

ができていた。ま

た、「問い返し」を

用いたことで、よ

り自分の生き方

に向き合おうと

する児童が増え

てきた。 

発登場人物の心情を

より深く考えられるよ

うな発問、物語から普

段の生活に結び付け

られるような発問をす

る。 

学ワークシートに自分

の考えを書く時間を

毎時間確実に確保す

ることで、自己内対話

を促していけるように

する。 

発普段の生活と

結び付けて考え

させることで、自

分事として考え

られる児童が増

えた。 

学ワークシート

を活用すること

で、発言が苦手

な児童も自己内

対話によって学

びを深めること

ができていた。 

発全体交流の時間に

児童の考えに問い返し

を行い、考えを深める

中で自己内対話を促

す。 

学自分の生活を振り

返ったり、活かしたり

するためにグループ交

流を設定し、考えを広

げられるようにする。 

発問い返しを適

切に行い、主題

について全体で

考えることで、

考えを深めるこ

とができた。 

学グループ交流

を常時実施する

ことで、考えを

広げることがで

きた。 



わりで価値を捉えて

いけるようにする。 

なかった児童も

自己内対話を深

めて、授業終末

には自分なりの

考えがもてるよ

うになってきた。 

外国語 

        発アルファベットを学

習する時間を確保し、

繰り返し練習させるこ

とで定着を図る。ワー

クシートの名前や習っ

た単語、簡単な英文を

アルファベットを使っ

て書けるように支援

する。 

 

発４線にアルフ

ァベットを書く練

習を繰り返し行

ったことで、丁寧

に書こうとする

姿勢が見られる

ようになった。一

方で、まだ大文

字と小文字の区

別がついていな

い児童もいる。 

教毎授業必ず歌やチ

ャンツに取り組む。キ

ーワードセンテンスに

ついては曲を分割しな

がら練習し、通して歌

えるようにする。 

課単元末のスピーチ

を単元当初に示し、そ

れに向けて毎回1文ず

つキーワードセンテン

スを書いていき、スピ

ーチ原稿に生かせるよ

うにし、書くことに慣

れさせる。 

教歌やチャンツ

に繰り返し取り

組む中で、その

単元でのキーワ

ードセンテンス

を聞き取った

り、書き写したり

することができ

るようになった。 

課単元末のスピ

ーチを意識して

1時間ごと学習

することができ

た。 

 


